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論 文 内 容 の 要 旨
か い え
本論文は、序論、第一部 「法華経開会思想の受容と展開」、第二部 「法華教学研究上の諸問題」、
及び結論か ら構成される。
序論は、序章を含む四章から構成される。序章 「問題の所在と本論文の構成」では、第一節にお
いて、本論文の扱 う問題を提起 し、研究目的及び研究方法を提示する。第二節において本論文の構
成を述べる。
本論文は、法華経のインドから中国への受容、中国における経説理解の変容 と、法華経の教義に
関する学説すなわち法華教学の展開過程を究明することを目的とし、その素材 として嘉祥大師吉蔵
(549-623)の法華経注釈書をとりあげ、必要な場合、梵 ・蔵 ・漢等の諸本の比較研究 の方法を用
いた。
法華経は、大乗仏教の代表的な経典の一っであり、法華経の講讃 は、インド・中国 ・日本の三国
にわたる仏教の伝来 と講讃の歴史の中で一大潮流を形成 している。法華経はインドにおいて、西暦
1・2世紀頃、その主要部分が成立 したといわれ、早 く龍樹 ・天親(世 親)等 により講讃せられた。
やがて中央アジアを経て、3世 紀末には中国に伝来 し、現在、漢訳の完本 として 『正法華経』『妙
法蓮華経』『添品妙法蓮華経』の三本が伝わっている。『正法華経』は訳者竺法護をはじめ多 くの人々
により講ぜ られたが、その注釈書 は現存 しない。鳩摩羅什により 『妙法蓮華経』が訳 出されるや、
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訳文の流麗なると、門下に俊英の集えると相侯 って、その講讃は盛行を極め、以後、法華経研究 は
『妙法蓮華経』を中心に行われるようになった。注釈書の現存する講讃者のうち、特に竺道生 ・光
宅寺法雲 ・天台智者大師智頻 ・嘉祥大師吉蔵 ・慈恩大師窺基 ・妙楽大師荊渓湛然が名高 く、時代 と
共にインドか らもた らされた大小乗の経典や論等に照 らして法華経の解釈に工夫を凝 らし以てその
奥深い義理を講究 し、また先師の説を検討 ・批判 して自己の学説を形成 し、法華教学すなわち法華
経の教義に関する学説を発展 させていった。
か い え
中国における法華教学は、その開会思想(乗 の権実 ・身の権実)を 中心に様々な問題にわたって
展開され、中国の在来思想や般若経 ・華厳経 ・浬藥経、中観 ・唯識等の諸経論研鎖の影響を受けな
が ら、論争 に論争を呼び起こし、中国仏教 における一大潮流 となり、時代 と共に発展を遂げ、わが
国の仏教にも大なる影響を及ぼ した。
さて、中国における法華経の受容の、第一の問題点は法華経の漢訳である。インドという異質の
文化圏、梵語という語族を異 にする言語の聖典を漢訳 したことは、今 日のような辞典 ・文法書のな
かった当時としては驚 くべき偉大な事業である。 しか し翻訳には当然のことなが ら訳者の理解 ・解
釈が不可欠であり、語彙の選択や表記にもおのずか ら制約があって、原語のもつ意味の伝達には限
度がある。例えば、鳩摩羅什訳の数字の表記にっいてみると、「序品」「方便品第二」など品次を示
す場合は明 らかに序数の表記を しているが、「一乗」「二乗」「三乗」 という訳語は、 これが序数 で
あるか基数であるか明瞭でない。 その為、数字の解釈に混乱を来 し、 これが中国 ・日本における所
謂三車家 ・四車家の論争の一因となっている。 ここに経説理解の変容がみ られ、学説の新たな展開
がなされていくのである。それ故、必要な場合、梵本 ・チベット語訳等との比較研究を行い、訳語
を再検討 して経文を正 しく理解すると共に、中国的変容 と学説の新たな展開の過程を究明 し、その
歴史的意義を明 らかにすることが要請される。
しか し中国の法華教学は、諸経論の研鎖の成果と時代思潮 ・在来思想の影響を受けつつ歴史的に
中国独自の発展を遂げたという事情 もあって、 これと法華経梵本 ・チベット語訳 との研究 とは別の
ものとする見方が一方にある。
比較研究を行 う場合、先ず資料の価値評価が大切であり、法華経の場合 も、梵本 ・チベット語訳
および漢訳等を同列に論ずることはできない。それぞれに長所と短所が存するか らである。梵本は、
チベット語訳や漢訳等に対 して原典と呼ばれ、その意味では第一次資料である。 しかし梵本の写本
にも流伝の系統 と歴史があり、書写年代に新古がある。ネパール系梵本の貝葉写本は11世紀以降の
ものといわれ、ギ リギット写本の中には5・6世 紀にさかのぼるもの もあるというが、 これはほん
の一部分に過 ぎず、現存の梵本写本の多 くは 『正法華経』(286年訳)や 『妙法蓮華経』(406年訳)
の訳出年代よりずっと後のものである。またチベット語訳の成立 も漢訳三本の訳出より後のものと
みられている。それ故、漢訳法華経は、翻訳 という点では第二次資料であるが、訳出年代からみる
ならば資料的価値の高いものである。ただ所依の梵本は現存 しない。
それ故、法華経の梵 ・蔵 ・漢諸本の比較研究は、文献学的研究の成果を充分に考慮 しっっ行われ
ねばならず、諸本の相違点をすべて漢訳の不備 とみなす ことは危険である。
これらの点を考慮 した上での比較研究 は、漢訳の正確な理解を助け、法華経所説の正 しい把握を
もたらし、か くして、中国における法華経の受容、解釈と変容と、学説展開の過程を究明する上に、
有力な手がかりを与えるものである。
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中国における法華経受容の第二の問題点は、中国在来の思想や諸経論研鎖の影響である。歴代の
註釈家は、 自己の得意 とする当時最新の経論研鎖の成果を踏まえ、これらを援引して法華経を解釈
し、法華教学を発展させていった。このように法華教学は時代思潮の影響を強く受け、 ここにも必
然的に経説理解の変容と学説の展開がみられるのである。例えば、法華経所説の仏陀の解釈(仏 身
観)や 「後五百歳」解釈に関する学説の展開に、諸経論や時代思潮の影響が顕著である。「
仏教聖典は原始(初 期)仏 教以来歴史的に発達 し、経 ・律 ・論は縦横に有機的な関連性をもって
いる。それ故、一っの聖典の解釈には、時として他の聖典を参照することが必要である。特に中国
においては、次々と将来 し翻訳される新 しい経論の研究成果を自説の有力な典拠 としたことは首肯
でき、これなくしては今日にみ られるような法華教学の目覚ましい発展はなかったといっても過言
ではなかろう。
しか し聖典には、前述の如 く歴史的な発達があり、法華経本来の所説 と、他の経論による法華経
の解釈との間には、かなりの懸隔を生ずる場合がある。そして後者は法華教学展開の歴史的所産 と
もいうべきものである。法華経本来の所説の究明は勿論重要であり、 これは第一に為されねばなら
ない。 しか し中国歴代諸師の法華教学はそれぞれ歴史的意義をもち、わが国の仏教に多大な影響を
与えてきた。それ故、聖典の成立史を念頭に置きっつ、諸師の経論の援引を再吟味してその当否を
論ずると共に、法華経の経説理解の変容 と学説の新たな展開の過程を究明し、その歴史的意義を明
らかにすることが要請される。
本論文では、中国における法華経の受容 ・変容 と学説の展開過程を究明するために、その素材 と
して嘉祥大師吉蔵の法華経註釈書をとりあげ、必要な場合、梵 ・蔵 ・漢等の諸本の比較研究の方法
を導入 した。吉蔵は、中国仏教の開花期たる階から初唐にかけて、広 く経論を蒐集 ・研讃 し三論教
学を大成 したが、生涯法華経を講説 し、私 と衆の二講三百余遍 といわれ、玄談 ・経文解釈の両面に
わたる註釈書を著 した。吉蔵の講経 は、まず先師の学説を列挙 し、 これらを経論の所説に照 らして
吟味 し、然る後に自説を述べるという方法をとった。 これは当時一般に行われていたやり方である
が、吉蔵は豊富な資料を駆使 して先師の教学の比較研究を行い、経文の解釈に際しては、 しばしば
梵語の音写と漢訳語とを併記 して、受容過程の貴重な足跡を残 している。また広 く経論に典拠を求
めた結果、例えば仏身観や 「後五百歳」の解釈など、経論の所説に相違をみた場合は、経論それぞ
れの特色を考慮 して比較研究を行い、分類整理 して自説を打ち立てた。 このような吉蔵の法華経解
釈には、現代の学者の批判に耐え うるものがみ られる。このように広い視野から経文を解釈 した吉
蔵にしてなお、先師や時代思潮の影響を受けること例外ではな く、1三論教学を底流 として自己の法
華教学を形成 していった。その形成過程において、法華経の中国的受容乃至は変容 と学説の展開の
軌跡を描いており、梵 ・蔵 ・漢等の比較研究導入に恰好の材料を提供 しているのである。
それ故、以下に吉蔵の法華教学の形成過程を考察 し、その法華経解釈の問題点を摘出して、必要
な場合、梵 ・蔵 ・漢等の比較研究を行い、吉蔵の受容の当否と、解釈の変容、、学説展開の過程を
究明 し、以て中国における法華教学解明の一助とした.い。
序論 第一章 「インド・中国の法華教学」は、第一節 「イ ンドの法華教学」において、龍樹 ・堅
意 ・天親(世 親)等 の法華経に関する文献を概観 した。特に、天親(世 親)の 『妙法蓮華経憂波提
舎(法 華論、法華経論)』にっいては、第二部 第五章 「法華七喩解釈の展開」及 び第六章 「法華
経論の立場」において詳説 した。第二節 「法華経の漢訳」において、現存する完本三訳のほか、別
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訳に関する学説を考察 した。第三節 「中国の法華教学」において、法華経に関する註釈書の現存す
るものを中心に、嘉祥大師吉蔵 との関係に留意 して、中国における法華教学すなわち法華経の教義
に関する学説の展開過程を概観 した。六項か ら構成される。第一項 「竺法護および正法華経の講讃」
(『正法華経』の註釈書は現存 しない。)第 二項 「鳩摩羅什および門下の講讃」 第三項 「吉蔵の
先師の講讃」 第四項 「慧思と智顕の講讃」 第5項 「吉蔵および門下の講讃」 第六項 「吉蔵以
後の講讃」。
第二章 「近代日本における中国法華教学の研究 吉蔵を中心として一 」は、近代 日本におい
て中国の法華教学がどのように研究され、その中で吉蔵がどのような地位を占めるかを明らかにし、
吉蔵の法華経諸撰述の成立順序に関する学説を考察 した。第一節 「中国法華教学における吉蔵の地
位」において、明治以降の学者27名の中国法華教学研究の中で吉蔵がいかなる地位を占め、その撰
述並びに法華経観がどのような評価を受けてきたかを、年代を追って考察 した。その結果、吉蔵は
中国法華経註釈四大家、五大家、六大家の一人に数え られ、吉蔵の法華経註釈書は、学者によりそ
の評価を異にするが、法華経を解釈する場合、多 くの学者の机辺に参照せ られてきたことが明かと
なった。第二節 「吉蔵の法華経諸撰述」において、まず経録にみえる吉蔵の法華経諸撰述を考察し、
次に吉蔵の法華経諸撰述の成立順序に関する学説を整理 ・吟味 して、現存五部の撰述順序を検討 し
た。
第三節 「法華教学研究の問題と方法」は、第一節 「漢訳資料による研究」において、法華経の漢
訳の問題点、及び法華経受容における中国在来思想や諸経論研鎖の影響を考慮すべきことを指摘し、
経説理解の変容と学説の新たな展開の過程を究明する必要性を論 じた。第二節 「法華経の梵本 ・チ
ベット語訳等の研究」において、これ らに関する諸研究を紹介 し、従来の漢訳のみにたよってきた
法華教学の研究は再検討を要することを論 じた。第三節 「むすび」において、本論文では、中国に
おける法華経の受容 ・変容と学説の展開過程を究明するために、その素材として吉蔵の法華経諸撰
述をとりあげ、必要な場合、梵 ・蔵 ・漢等の諸本の比較研究の方法を導入することを述べた。
第一部 「法華経開会思想の受容と展開」は、六章か ら構成される。
第一章 「吉蔵の開会思想概観」 は、第一節 「吉蔵の開会思想とその特色」において、開方便門顕
真実義、乗と身の権実、妙一 言窮慮絶の理を考察 した。吉蔵は乗の権実にっいては一乗 と三乗を
対置 し、今、法華経において、一乗を借りて三乗ありとする謬見を破 し、昔、三乗の別を説いたの
は人々を真実に導 くための方便であると知 らしめて後は、一乗にも執われてはならないという。身
の権実にっいては修(な がい)すなわち身の真実の仏寿長遠と、身の方便の短寿とを対置し、法華
経(特 に寿量品)に おいて真実身の寿量の長遠なることが明かされ、寿量の有限な方便身を破斥 し
て後は、真実身の寿量の長遠なることにも執われてはな らないとしている。第二節 「開会」におい
て開、会、開会の語義を考察 した。吉蔵は、開を覆の反意語 として用い、開覆 ・蔓覆 ・襲開等を論
じている。吉蔵の開覆等の用法には中国的な展開がみ られるが、法華経の法師品の 「開方便門 示
真実相」の 「開」の語義に添うものであることを、梵本及びチベット語訳を参照 して明らかにした。
第二章 「『法華玄論』における五乗と三引」は、五節か ら構成される。吉蔵は開会を論ずる場合
に、三乗についてのみならず、 これに人乗 と天乗を加えた五乗に言及 し 「五乗と開会」を論 じてい
る。そして人 ・天を引いて仏果に至 らしめる 「三引法門(三 摂法門)」を説いている。 これを 「法
華玄論』の薬草喩品 「五乗義」によって考察 した。吉蔵は薬草喩品の 「三草二木」に人 ・天 ・声聞 ・
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縁覚及び菩薩を配するに先立って、華厳性起品の意をとって、五乗を説いた。そして第一引におい
て外道と在家の衆生とを五乗の正法に帰 し(法華経以前)、第二引において五乗の異を一乗 に帰 し
(法華経前段)、第三引において因位を引いて果に帰 し法身を証せしめる(法華経後段)、と説いて
いる。,
第三章 「五乗と薬草喩品三草二木」は、三節から構成 される。吉蔵は 「三乗」「会三帰一」 のみ 「
な らず、「会五乗帰一」をも論 じている。吉蔵の 「五乗」については 『法華玄論』 によって前章 に
述べたので、第一節において五乗 と薬草喩品の 「三草二木」 との関係を吉蔵の法華経諸撰述につい
て解明 し、第二節において、道生 ・法雲等の法華経註釈書 と比較 し、吉蔵の所説の形成過程を考察
し、第三節において、吉蔵が五乗 と 「三草二木」 との相違を、因 ・果に分けて論 じていることを考
察 した。吉蔵 は薬草喩品を 「如来が、中根の人の領解を述成するものである」 とし、乗の権実を論
ずる場合に、 ここでは 「開三顕一」によるよりもむしろ 「会五乗帰一乗」によって説いた。 これは
三引の第二引 「引五乗之異同帰一乗」が因位であり、第三因が 「引一乗之因帰法身之果」であるこ
とと深い関係 にあることを明らかに した。
第四章 「『法華義疏』における一実二権説と一実三権説」は、五節か ら構成される。第一節 にお
いて 『法華義疏』の構成 と乗 ・身の権 ・実を考察 し、第二節において一実二権説の教証(仏 の教え
の上での証拠)を 梵本 と比較 して吟味し、第三節において一実三権説の教証を梵本と比較 して検討
し、第四節において讐喩品の羊車 ・鹿車 ・牛車の三車及び大白牛車に関する 『法華義疏』の釈を考
察 し、第五節において両説の矛盾点を考察 した。会三帰一を論ずる場合、問題 となるのは会三にお
ける三乗である。 この解釈をめぐって古来、三車家 ・四車家の論争が展開されてきた。三車家とは、
仏乗(大 乗)・ 縁覚乗 ・声聞乗の三っの乗のうち仏乗のみが真実で、他の二っの乗は権(方 便)で
あるとし、一実二権説を主張するものであり、四車家 とは、菩薩乗を加えて四っの乗を立て、一仏
乗に他の三つの乗を帰せしめ、一実三権説を主張するものをいう。吉蔵は 「有人」の偏行六度菩薩
乗を立てる四車説を批判 し、法華経の八文(八 証)を 以てこれを謬 りとし、一実二権説を主張 した。
羅什訳に基づく吉蔵の釈は、数字の解釈等に一貫性を欠 き、論証の不十分な点 もあるが梵本に照 ら
すに、八証の範囲内で論ずる限り、大局的には吉蔵の一実二権説 「ただ一っの乗のみがあって、第
二の乗 とか第三の乗 とかは存在 しない」 という意味において肯定できるものである。しかし吉蔵は、
法華経讐喩品の羊 ・鹿 ・牛の三車及び大白牛車の釈では三車中の牛車を菩薩 とし、大白牛車を平等
大慧 として別のものとみな し、 また信解品の讐喩 と関連づけて爾前(法 華経以前)の 諸大乗を 「等
賜大車」の大乗 と区別 しており、爾前の乗をみな権 とする見方から、一実三権説を認めざるをえな
かった。吉蔵 は二諦説により、三 とか一 とかに執着することをも破 し、究極的には言忘慮絶の諸法
寂滅相を真実 とし 「妙」 としており、一実二権 とか一実三権 とかにこだわることはその本旨にもと
ることであろうが、四車説を論難するからには、典拠 とする経文の解釈にも一貫性が要求されねば
ならない。 ともあれ吉蔵 は 「大乗」「仏身」を二っに分けて、一乗を 「三外の一」 とする一実三権
説を、爾前の 「三」をみな権 とする観点から容認せざるをえなかったのである。
第五章 「「法華遊意』における三中一と三外一」は、四節か ら構成 される。吉蔵は 『法華遊意』
の 「三一門」において 「三一開会」を十門に分けて解説 して後、今(法 華経で)明かす一乗は 「三
乗の中の一乗」であるか、それとも 「三乗の外の一乗」であるか、 という問題を提起 し、「三中一」
「三外一」をそれぞれ法華経に典拠を求めて論証 している。そこで吉蔵所引の経文を、梵本諸異本
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及び諸異訳と比較検討 して、吉蔵の援引の当否を明 らかにした。吉蔵は 『法華遊意』 においては、
法華経方便品の三つの文を援引 して一乗は 「三乗の中の一乗」であると論 じている。その吉蔵が他
方において 「一乗は是れ三中の一に非ず」と言うのは奇異に思われる。その典拠をみるに 『法華遊
意』では、それは信解品第四であって、三車 ・四車の論争のもとたる讐喩品第三ではない。そして
内容は乗の権実ではなくして身の権実すなわち仏身説であり、仏身を方便身と真実身に分けたこと
に起因することを明 らかにした。
第六章 「『法華遊意』における仏身観」は、五節から構成される。 この章では、法華経 の仏身常
住説を主張 した吉蔵の 『法華遊意』をとりあげ、その仏身観を検討 し、特 にその 「念仏」「礼仏」
の特色を考察 した。吉蔵は、身の権 ・実の二身説を基本とするが、当時行われていた法身 ・報身 ・
応(化)身 等の三身の開会を論 じている。そこでまず 『法華遊意』の説を把握 し、 しかる後、吉蔵
の法華経諸疏等を比較 して吉蔵の仏身観の形成 ・変遷過程を解明 し、「念仏」「礼仏」の特色を考察
した。吉蔵は広 く諸経論の仏身説を閲 し、経論の仏身説の相違を融会するに当たり、身方便 ・身真
実の二身説を基本として、二身 ・三身 ・四身を本　開会(権 実開会 ・真応開会)の 四句 にかけて整
理 した。その結果、 自らは 「報身即応身」の立場をとって 「法身 ・応身(報 身)・ 化身」の三身 に
まとめ、その応身を 「内応法身」 と 「外応大機」とに分けて、本　倶開(権 実倶開 ・真応倶開)の
説を立てた。この説 は既に 『法華義疏』にみえ 『法華遊意』撰述の時期には定型化 していたことを
明 らかにした。吉蔵は法華経を乗方便 ・乗真実と身方便 ・身真実とを明かすものであるとし、 「開
身方便 ・顕身真実」を更に 「身の権実」(①本一　多一 本述二而不二、②生滅 ・不生滅 一 本　
二而不二)と 「寿の権実」(近悟 ・遠悟一 近遠二而不二)に 分けて論 じている。そ して究極的 に
は 「非権非実」「短息脩忘」にして 「言窮慮絶」の本性を 「理」 とし、 これを強いて 「妙」「体妙」
と呼んでいる。か くして法華経において 「身の権実」と 「寿の権実」が開顕され、仏とは如何なる
ものかが明 らかにされたので、まさにまことの念仏、まことの礼仏がわかり、ここに始めて仏との
間に師弟の関係が成立 した、と論 じている。
第二部 「法華教学研究上の諸問題」は、八章か ら構成される。
第一章 「薬草喩品の三乗と人 ・天一k§udrikaとk§udranuk§udraの意味す るも 一 」 は五
節から構成される。この章では、吉蔵が 「五乗」の典拠とした薬草喩品の 「三草二木」 に関す る
『妙法華』の文を、現存の梵本諸異本及びチベット語訳等 と比較 して 「小薬草」「中薬草」の意味す
るものの相違点を検討 し、梵本等では、「天 ・人」が 「極めて微細な薬草」に喩え られていること
等を論証 した。これは従来の諸研究にはみられない指摘である。
第二章 「吉蔵の三時説と後五百歳」は、六節から構成される。この章では、正法 ・像法 ・末法の
三時説と法華経の 「後五百歳」の問題をとりあげ、法華経注釈家の中でとりわけ詳細に 「後五百歳」
を論 じた吉蔵の釈を、現存の梵本及びチベット語訳等の諸訳と比較検討 して、吉蔵の特色と、その
三時説における位置づけ、及びその背景を明らかにし、中国における末法思想展開究明の手がかり
とした。吉蔵は最初期の撰述とみられる 『法華玄論』「正像義」では 「正法五百年、像法千年」説
を紹介 しながらも、全体 としては 「正法千年、像法千年、末法千年」説に重点を置いたが、像 ・正
の異説七説の第三において、「後の五百年」を正法五百年の後、即 ち第二の五百年 とする説 を述べ
ている。『法華玄論』以外の吉蔵の諸撰述はみな 「正法五百年、像法千年」説を とっている。 しか
し法華経等の 「後五百歳」の解釈は一貫 して、仏の滅後、初めの五百年が経過 した後、即ち第二の
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五百年としている。但 し、『妙法華』の 「後世後五百歳」にっいては、『法華義疏』において 「後世」
の語に着目して 「正法五百年経過の後、像法一千年の後半の五百年」 と解釈 している。 しか し、現
存の梵本、チベラト語訳を参照するに、これは羅什訳に基づく吉蔵独特の解釈であり吉蔵自身の時
代に引き寄せた解釈ということができよう。「後五百歳」の語は法華経の他、多 くの経論にみえる
が、 ビュルヌフやケルンのみな らず現今の学者 はこれを、仏の滅後第二の五百年の意に解釈 してお
り、三時の年数を別とすれば、吉蔵の 「後五百歳」の解釈はこうした学者の説 と一致 しているとこ
ろか ら、文献学の進んだ現代の批判にも耐えうるものであることを明らかにした。
第三章 「中国における末法思想 と後五百歳」は、五節から構成される。法華経の 「後五百歳」は
時代と共にその解釈 に変遷がみられ、後世、『大集経』月蔵分の五箇堅固の援引に串り釈尊入滅後
第五の五百年代にして闘謬堅固の時代 と解釈 され、かっ正法千年 ・像法千年 ・末法万年説の採用に
より末法の初めに位置づけられて、末法思想の展開に大なる役割を果たした。 しか し近年、梵本法
華経及 びチベ ット語訳等の諸訳の研究や、正 ・像ならびに末法関係の諸文献の研究が進むにつれて、
法華経や 『金剛般若経』等の 「後五百歳」は釈尊入滅後第二の五百年代と解釈され、また法華経の
「正法 ・末世」は世 ・像に続 く第三時の末法ではない、と論ぜ られるに至った。 それ故、 法華経 の
「正法 ・末世」と 「後五百歳」を再検討 して両者の関係を解明 し、中国における法華経解釈 の展開
の中で両者が結びっけられてゆく過程を究明した。正像末三時の思想が体系化され、所謂末法思想
の流行 したのは、中国において六世紀中葉以降のことである。末法思想にっいては従来多 くの先学
により勝れた研究がなされ、法華経に言及 したものも少なくない。 しかし法華経の鎖仰者の三時説
を 「後五百歳」の解釈 と共に体系的に詳述 したものは管見にしてみられない。そこで先達の研究を
手がかりとして、中国における主要な法華経鎖仰者の三時説 と法華経 「後五百歳」解釈の展開を考
察 した。末法思想の唱道者たる南嶽大師慧思は、西暦558年に著 したといわれる 『南嶽思大禅師立
誓願文』の中で、「正法五百歳、像法一千歳、末法一万歳」 と記 している。 しか し吉蔵以前 の法華
経註釈書には 「後五百歳」の解釈は見あたらない。法華経の 「後五百歳」を三時説と結びつけて解
釈 した最初のものは吉蔵である。吉蔵以後、唐の慈恩大師窺基(632-682)は『妙法蓮華経玄賛』
において教 ・行 ・証の具 ・不具により正法の長 ・短ありとする二種の三時説を並記 し、「後五百歳」
の解釈では異説を掲げるのみで自説を明確にしておらず、論拠にも一貫性がみられない。 しか しこ
れらの異説の中に 『大集経』の五箇堅固の援引による 「最後に当たる」「第五の五百年」 という説
が初あてみられ、 これが後世 に大なる影響を及ぼしたことを明らかにした。天台中興の祖、妙楽大
師荊渓湛然(711-782)は、「法華文句記』において 「最後の五百」年にして 「第五の五百」年 と
する説を 「且 く一往 に従 う」 として採用し、 これを 「末法の初め」 とみていることを解明した。 こ
のように三時説及び 「後五百歳」の解釈は複雑多岐にわたっているが、以上にみた中国における解
釈の展開の過程に、時代世相 と経律論の所説の間に立 って 「後五百歳」及び自らの時代を三時説の
中に位置づけんと心を砕 いた諸師の苦心の跡が窺われるのである。その成果はやがて、わが国の末
法思想興隆に拠 り所を与え、大なる影響を及ぼすに至 ったのである。
第四章 「法華経における神通の示現 とその意義」 は、五節から構成 される。 この章では、法華経
において原始仏教以来の神通がどのように扱われ、奇蹟の示現がいかなる役割を果たしているかを
考究 した。法華経にみ られる神通及びその類語 は、梵語 も訳語 も多様である。 それ故 ここでは、
『妙法華』に神通力 ・威通力等 と訳 されているものに注目して、誰により、どのような奇蹟が示現
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され、それがいかなる意義をもっかを考察 した。特に神通力と方便の関係を究明 した。まず法華経
における神通を、放光の主なものについて考察 した。如来の放光という神通神変の示現の意義 ・目
的は、 これにより衆生をして不思議の思いを起 こさせ、衆生の注意を喚起 して、釈迦牟尼世尊や如
来達が法華経を説 くことを知 らしめるたあであり、序品によれば、 これは如来達の方便なのである。
そ して、 この放光 という視覚に強 く訴える壮大なモチーフは、法華経の要所要所に配置されて、法
華経構成上、重要な役割を果たしていることを考察 した。次に讐喩品と化城喩品によって神通力と
方便の関係を考察 した。寿量品における 「神通力」は、長行においては、世間の人々を して今釈迦
牟尼如来がガヤーにおいて成道 したと思わしめる神秘的な支配力であり、換言すれば、久遠の昔に
成道 して無量の寿量をもっ如来の真実の姿を衆生に見せない神秘的な支配力である。 そして この、
衆生からは姿を見えなくするのは、如来が衆生を教化するための方便なのである。第十八偶には智
慧の力が讃えられており、如来の智慧の力がそこに働いていることを明 らかにした。
第五章 「法華七喩解釈の展開」は五節から構成される。 この章では、まず法華経に説かれる讐喩
を概観 し、次に天親(世 親)の 『法華論』の 「七種讐喩」を考察 し、吉蔵の 『法華論疏』によって
「七種讐喩」解釈の展開を考察 した。法華経 には多くの讐喩が説かれ、教理を理解 し易か らしめて
いる。そのうち主要な七っの讐喩が特に有名であり、古来 「法華七喩」と称せ られている。 しかし、
何を 「七喩」 となすかにっいては、学者により説を異にし、また法華経の主要な讐喩は七っに限 ら
ず 「八喩」 とすべ きだ、という説 もある。天親は 「七種の具足煩悩性の衆生のたあに七種の喩を説
いて、七種の増上慢心を対治す」と法華経に七種警喩を説 く理由を述べ、火宅讐喩(讐 喩品)、窮
子讐喩(信 解品)、雲雨讐喩(薬草喩品)、化城讐喩(化 城喩品)、繋宝珠讐喩(五 百弟子受記品)、
輪王解自髪中明珠与之磐喩(安 楽行品)、医師讐喩(如来寿量品)を挙げている。『法華論』の所説
は簡潔なため難解である。そこで吉蔵の 『法華論疏』及び法華経諸撰述との比較研究を行い、その
内容を把握す ると共に、吉蔵によって如何に解釈 され、受容 ・展開されていったかを解明 した。讐
喩は、解釈する者の観点によって様々に解釈される。『法華論』 は法華経に説かれる主要な讐喩を
如上の七種と限定 した。 しか し個々の讐喩にっいての諸説には問題があり、 これが後世の註釈者に
よる受容の相違の一因 となっている。吉蔵の解釈には博引勇証のあまり、時として法華経の文を離
れた見解 も見受けられるが、当時の受容 と展開を知る上に重要なものであるといえよう。
第六章 「法華経論の立場」は三節から構成される。 この章では、中国の法華教学に大なる影響を
及ぼした天親(世 親)の 『法華経論(法 華論、妙法蓮華経憂波提舎)』により、 その構成に基づい
て 「七種功徳成就」「五分示現」「七種讐喩」「三種平等」「無上義」等を考察 し、天親(世 親)の 法
華経解釈の特色を考察 した。 この中で天親は一貫 して 「同の義」即ち凡夫 ・声聞の人 ・辟支仏 ・仏
の法身 は平等にして無差別であるという立場をとっている。 しかし修因証果、修行による到達点に
っいては、声聞の浬藥 ・辟支仏の浬薬を認めず、 この二つの乗の所得の浬葉は無 く、ただ如来の証
大菩提、大浬葉のみがあると説 く。 この意味において二つの乗は無 く、ただ一仏乗のみがあるのだ、
といい、『法華論』の結文の中に 「第二の方便品に五分示現ありて、二を破 し一 を明かす(破 二明
一)」と記 しているのである。
第七章 「法華玄論における菩薩の歴位成仏」は六節から構成される。 この章では吉蔵の 『法華玄
論』 により菩薩の歴位登昇成仏を考察 した。吉蔵 は三乗のみならず五乗を立て、 「会五乗帰一(乗)」
と菩薩の歴位登昇成仏を論 じ、その中で 「五十二位登昇成仏説」 と 「五十位登昇後第十地満分成仏
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説」 とを論 じているので、 これらを考察 した。吉蔵は 『法華玄論』「薬草喩品五乗義」 において
「三草二木」に人 ・天 ・声聞 ・縁覚 ・菩薩を配するに先だって、五乗の教 と、 それぞれの教を修 し
て得 られる位を記 している。そして 「法華四種二智義」に菩薩の五十二位登昇成仏説が説かれてい
る。他方 「三引義」には、五十位登昇後第十地の満分に道場に坐 して成仏する説を述べている。 し
かし二説の相違については何等言及 していない。吉蔵は法華経における菩薩の歴位成仏を論ずるに
当たり、法華経では菩薩の階位が明瞭でないため諸経論の説を導入 したのであるが、引用経論の解
釈に問題があり、また信解品 ・薬草喩品を中心とした歴位成仏の解釈と、分別功徳品生数義に基づ
く解釈 との間に相違を来すなど、吉蔵の解釈には博引労証のあまり、まま統一性を欠 くことを指摘
した。
第八章 「法華経における方便の意義一 吉蔵の開会解釈を起点として一 」は四節から構成 され
る。 この章では、第一部の第一章を踏まえ、吉蔵の開会思想の教証を梵本と比較 して再検討すると
ともに、「方便の意味と機能 ・効用」「仏の善巧方便によって示された教え」「種々の教え(乗)と
一乗 との関係」「仏の方便による、仏 自身の滅 ・不滅の示現」について考察 した。方便 という語 は
「接近」「手段」「方法」を意味 し、「権(ご ん)」とも漢訳 されている。方便の機能 ・効用 とは、 指
導者(如 来)達 が、多様な機根(教 えを聞いて修証 しうる能力)・ 段階の衆生の注意を喚起 し、彼
等をして最終的には 「如来の知見」の道に入 らせ、「如来の完全な浬梁」によって完全な浬葉 に入
らせるという 「はたらき」である。機根や到達段階の多様な衆生を真の悟 りへと導 くためには 「方
便を用いること」は必要であり、そのような衆生が存在する限り 「方便によって説かれた多種多様
な教え」 も必要なものである。但 し、如来達が方便を用いて説き示す多種多様な教えはすべて 「た
だ一つの仏乗に依拠 して」説かれていることを明 らかにした。また仏の方便による仏自身の滅 ・不
滅の示現については、第二部 第四章 「法華経における神通の示現とその意義」において寿量品の
「如来秘密神通之力」を考察 し、その中で如来(良 医)の 「善巧方便」にっいて論 じたり、如来が
常住であると思 うと、衆生は怠けて三界を出離 しようとしないので、如来は巧みな方便により 「如
来秘密神通之力」を行使 して、仏自身の滅 ・不滅を示現 し、衆生を悟りへと導 くのである。 この章
では、従来、ともすれば否定的に 「廃除」されがちな 「方便」を、その機能 ・効用について再検討
し、法華経開会思想における 「方便」の重要性を考察 した。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、序論、第一部、第二部、結論の4部か らなる。
序論は4章か らなる。序章では、問題の所在と論文の構成を説き、第一章では、「法華経」 に関
する古代イン.ドの研究、漢訳3本 と別訳、法華経注釈書の状況を概括 し、第二章では、明治以後現
代までの日本の学者27氏の研究、伝記や目録に見える 「法華経」に関する吉蔵の論著の確定、現存
5部の成立順序に関する研究を概括 し、漢訳諸本間の翻訳の同異、梵蔵諸本と漢訳諸本 との同異、
六朝階唐に於ける諸経論研鐙の事情、仏典理解に及ぼ した伝統思想の影響を論 じ、漢 ・蔵 ・梵に亘
る比較対照的考察が必要だとする。末尾の補注は、本論文の中核をなす 「法華教学研究序説」上梓
後の研究状況を踏まえた補訂で、論者の真摯な研究態度をよく示 している。
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第一部 「法華経開会思想の受容と展開」は6章からなる。論者 は、先ず 「法華経」の眼目は、種々
の教え(乗)は 唯一っの教え(一乗)に 帰一 し、過去 ・現在 ・未来(三世)の あらゆる仏は時空を
超えて実在する(久遠実成)釈 迦牟尼に帰一することを明かすことであり、そうした思想を開会思
想だとした上で、第一章では 「法華遊意」解題序にもとづき、乗 に於けるかり(権)とまこと(実)、
教えを開示する存在(仏)の 権と実、言語や思慮を離れた理としての妙境を論 じ、三論の中道正観
にもとつ く開会思想が、吉蔵の法華解釈の特色だとし、 また開会の語意を検討 して、それは、三乗
と一乗の関係を説 く十句(開 三顕一、会三帰一、廃三立一、破三明一、覆三明一、三前弁一、三中
明一、三後弁一、絶三明一、無三弁一)と 三身と一身の関係を説 く五義(開近顕遠、廃近立遠、覆
近開遠、指近為遠、破近明遠)と を含んだ用語であるが、ただ身については開を言うだけで会を言
わないとする。第二章では、、悟りへ導 く三種の段階(仏 教不信の者を仏教に向かわせる引邪帰正、
仏教の各種教えを一っに向かわせる引異帰同、究極の悟りの可能性を現実へと転ずる引因帰果)と
五種の教え(人 、天、声聞、縁覚、菩薩の五乗)と を論 じ、五乗の見解は六十 「華厳」性起品に基
づ くという。第三章では、法雲 「法華義記」智顎 「法華文句」も対照しなが ら、吉蔵が薬草喩品の
三草二木を五乗と解 していること、信解品第四までは開三顕一だが、薬草喩品第五では会五為一が
示され、一とは思慮言語を絶 した中道の妙法を意味するという。第四章では、一乗 と三乗の関係に
っいて、「法華玄論」巻一では三乗の中に一乗を、「法華義疏」では巻一に三乗の中に一乗を、巻三
では三乗の外に一乗を考えており、所説が一貫 していないとする。第五章では、「法華遊意」 に吉
蔵が引用する経文を漢訳諸本 ・梵本 ・蔵訳と比較対照 してその当否を考え、また乗の権実に関 して
は三中一をいい、仏身論では三外一を言わざるを得なかったという。第6章 では、方便 ・真実の二
仏身説を基本に、諸経論に見える二身三身四身説を権実 ・真応の観点から整理 して、法 ・応(報)・
化の三身にまとめ、さらに応身法身と外応大機に分け、内応法身を法 ・真如 ・法身とし、外応大機
を応迩身 として、究極においては、主客一切を忘れて絶対の理を悟ることが念仏 ・礼仏だとしてい
るという。
第二部 「法華教学研究上の諸問題」は、重要問題に関する専論八篇を煩を厭わず収録 し第一部 の
所論を確認 ・補充 している。第一章は、漢訳に基づ く吉蔵の五乗説は梵本 ・蔵訳によれば根拠が無
いことを言い、第二章 ・第三章では、三時説は梵本に相当する時期の記載はあるが、体系的形成は
中国伝来後で、中国の注釈家中吉蔵が初めて後五百歳を三時説の中に位置づけ仏滅後第二五百年で
像法の後半だとし、此見解は後の窺基や湛然 とは異なるものであり、また吉蔵の三時説は前後変化
するが、後五百歳を仏滅後第二五百年 とする点では一貫 しているという。第四章 ・第八章では、
「法華経」に見える神通は原始仏教以来の神通を継承 し奇蹟の示現で聴衆を引きっけ深奥な教理 を
説 き明かすものであり、「法華経」 に見える方便は大別三種あるが、すべて一仏乗に基づき、迷 い
の諸段階にあるものの注意を喚起 して如来の知見を得 しめ如来の完全な浬葉に入 らせるもので、如
来の浬葉も方便の一っだとされているという。第五章 ・第六章は、天親 「法華経論」の所説を概観
し、凡夫 ・声聞 ・縁覚 ・仏の法身を無差別平等 としつっ、 しかし究極の悟 りの実現は一仏乗である
如来の大浬築だけだとしており、所掲の七種比喩のうちあるものは吉蔵に活用されたが、活用され
なかったものもあったという。第七章では、菩薩の悟 りの段階 につ いての吉蔵 の見解 は、同 じく
「法華玄論」でも巻一では否定 しなが ら巻二以下では肯定 しその説 き方 も多様であ り一貫 していな
いという。
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最後に論文全体の所論をおって要約 し結論としている。
本論文は、法華教学史上の諸問題を吉蔵の解釈を中心に考察 したものである。煩蹟で名高 い吉蔵
の諸論著、漢 ・蔵 ・梵に亘 る 「法華経」諸本、六朝諸家の解釈を視野にいれた研究は、開会思想の
解明など、未開拓同然の荒野に本格的な鍬を入れたもので、その功績は大きい。既刊の著述 に新た
な知見を補充するという形をとったために構成の順逆、叙述の精祖、考察の深浅など問題を残 して
いるが、吉蔵法華教学研究を推進する確かな礎 となることは疑いの余地が無い。よって本論文の提
出者は博士(文学)の 学位を授与 されるに適 しいと認められる。
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